
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
百人一首大会 

 

 インフルエンザ流行のため、延期になっていた恒例の 

百人一首大会が、体育館で行われました。学年関係なし 

の学級対抗・個人戦です。読み手の先生方がそれぞれの 

テ＝マソングに乗って登場し、練習を重ねた熟年の業？で、 

読み上げます。最初の一文字二文字で取る人、下の句まで 

じっくりと聞いて取る人。どの顔も真剣で、みんなで楽し 

いひとときを文化の香り高く過ごすことができました。 

きっと学力向上にも一役買ったことでしょう。 

  
 
学校評価のまとめ・・・裏面をご覧ください 
保護者の皆様より、本年も学校評価をしていただきました。お忙しい中、ご協力ありがとうございました。     

ご回答していただいたことをもとに、来年度の御代田中がよりよくなるように精一杯努力して参りたいと思います。

個々にいただいたご意見のなかで全体に関わることについてはここにお答えしましたが、個々に関わることは個別

に対応させていただきますことをご了承ください。 

 

 

 

2017年 

3月10日 

 3月の主な行事  

8日、9日 

後期選抜入試 

8日 １、２年ＣＭ 

 11日 ３年ＣＭ  

       生徒総会 

15日 終業式 

 ３年生をおくる会      

 16日 卒業証書授与式   

17日公立後期合格発表  

30日 １、２年登校日  

*４月６日（木） 

平成２９年度 

入学式 

３学期始業式挨拶 

～ 東京箱根間往復大学駅伝総合３連覇の青山学院大学に学ぶ ～ 
                                       

校長 勝見 藤一 
  

お正月にテレビを見ている中で、東京箱根間往復大学駅伝で総合３連覇の偉業を成し遂げた青
山学院大学の原 晋（すすむ）監督が、特に印象に残りました。 
往路・復路の両方で優勝する完全優勝での３連覇は、９３回を誇る箱根駅伝の中でも、戦前の

１９３８年の日本大学以来７９年振りだそうです。 
あれだけ大きな大会での完全優勝の３連覇を成し遂げるには、原 晋（すすむ）監督自身に何

か信念やポリシーなど、学ぶべき点が必ずあるものだと思い、ちょっと調べてみました。 
原監督自身が執筆した本の中に、『フツーの会社員だった僕が、青山学院大学を箱根駅伝優勝

に導いた４７の言葉』があります。 
その中には、生徒の皆さんの参考になる言葉があると思い、時間の関係で、８つほど書き出し

て見ました。 
『答えを出すな、出るまで待て』 
『目標を「数字」に置き換えよ』 
『できない理屈を並べるな、できる理屈を考えろ』 
『陸上だけじゃない、「人として成長できるか」が大切なんだ』 
『規則正しい生活で「成長の核」をつくれ』 
『伸びる人間には「覚悟」がある』 
『いいと思うならやってみればいい。ダメと思ったら、やめればいいだけだ』 
『そもそも人間は明るい方がいい』 
 

こんな、原監督ですが、選手に対しては自主性を重んじ、例え一流の脚光を浴びた選手であっ
ても、一般の学生と同じように就職活動を経験させたりして、常に感謝の気持ちを忘れないよう
にしているのだそうです。 
 そこで、御代田中学校の部活動ではどうなのかなあ、と思い振り返ってみると、実はこんな

姿がありますので、紹介させていただきます。 
私も知らなかったのですが、男子バレー部の皆さんは、毎週火曜日の朝、朝の活動時間の７時

３０分～８時００分まで、玄関の掃除を部員全員でタイルの雑巾掛けまで行っています。感謝の
心からのボランティア活動です。きっと他の部活動の皆さんもそれぞれの部活動で、うちの部活
動はこういう所を心がけています、という点があるかと思いますが、今日は新年の始めに、この
男子バレー部の皆さんの爽やかな活動を紹介させていただきました。 
それでは、生徒の皆さん、３学期は今日から４９日間という短い学期ですが、目標を持って１

年間の締めくくりやまとめを一つ一つ慌てず丁寧に行っていきましょう。 
以上で、私からの話を終わります。 
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